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大きな社会的責任を担う
「計測・制御・情報」のコア事業
─YOKOGAWAのCSRに取り組む姿勢はどのように

あるべきとお考えでしょうか。
　YOKOGAWAが提供する製品やサービスは、直接コン
シューマーの手に渡るものではありませんが、計測、制御、
情報をコアに技術開発やものづくり、社会インフラを支えて
います。YOKOGAWAの製品やサービスが「安心な暮し」
「省エネルギー」「環境の改善」に直接つながります。企業 
活動そのものが社会に対する大きな責任を果たすポジション 
にいることを強く認識し、社会的責任への自覚と誇りを 
持って、妥協することなく最高品質の製品・サービスを 
生み出していくことを、社員全員に徹底しています。さらに
“YOKOGAWA人は 良き市民であり 勇気をもった開拓者
であれ”と企業理念にもうたわれているように、社会基盤 
そのものを支える仕事に携わる人間として、職場以外の 
地域社会や家庭でも、環境や社会のことを常に意識して
行動して欲しいと思っています。

コーポレートガバナンスの強化と
コンプライアンスの徹底
─経営姿勢の中にコンプライアンス（法令遵守）重視を

掲げられています。
　企業も社会のルールの中で存在している以上、これを
守らなければ存立基盤を失います。2年前まで社長を務め
ていたYokogawa Corporation of Americaでは「One 

Strike Out」を宣言し、一度でもルールを破ったらそこで 
退場になると、コンプライアンスについて厳しい姿勢を貫いて
いました。現在、「品質」「環境」「輸出管理」など10本の
柱（P.4）を定めて、内部統制システムの構築をグループ・
グローバルで展開し、コーポレートガバナンスを強化して
います。しかし、基本は一人ひとりがルールを守る意識を
持つことです。そのためにそこに立ち返って考える、より 
どころとなる規範を社員に持ってもらうことが必要です。 
それが『YOKOGAWAグループ企業行動規範』です。
　また、一人ひとりがコンプライアンスの基本として常に意識 
している「お天道様に恥じない行動をする」というフレーズも、 
“The sun is watching us”と英訳され、海外関連会社 
でも共有されています。グローバル企業としての
YOKOGAWAのコンプライアンスを徹底させる基準となり、 
CSR活動を推進させる一つのキーワードになるのではないか
と思っています。

会社が個人と社会をつなぐ
橋渡しができる
─ご経験から社会と連携する活動についてのお考えを

お聞かせください。
　Yokogawa Corporation of Americaでは、「マーチ・ 
オブ・ダイムス」の「ウォーク・アメリカ」という活動に参加して
いました。新生児障害の防止などの医療支援やその対策
研究、普及啓発のために、職場や家庭でチームを作って 
寄付金を集め、会社からの寄付を加え、支援するという活動 

です。個人が参加する活動も、会社という組織がサポート 
することで進めやすくなり、無理のない範囲で地域貢献・ 
社会貢献活動に全社員が関わっていくことができます。 
会社が直接果たすべき社会貢献とは別に、会社が個人と
社会をつなぐこともできると学びました。国によって事情が 
異なるところもありますが、各国でもそういう方向性を 
志向していきたいと思っています。

より幅広いコミュニケーションの
実現のために
─CSR活動の体制と今後の計画について教えて 
ください。

　2007年4月、CSRの推進を目的として、CSR推進室
を新設しました。今後は、企業理念をブレークダウンし、
YOKOGAWAのCSR理念を明確にして、CSR活動を推進 
していきます。これまで以上に信頼されるより良い製品・
サービスを社会に提供し、さまざまなステークホルダーとの 
幅広いコミュニケーションを通して企業価値の向上に 
努めていきます。これらを実現するための基盤である社員 
へは、個々の可能性を最大限に引き出す教育を継続的 
に行い、組織の活性化を図ります。このような活動を 
通じて、YOKOGAWAは、経営の透明性を確保し、説明 
責任を果たしながら、健全で利益ある経営（Healthy ＆ 
Profitable Operation）をグループ全体で展開し、さまざまな 
ステークホルダーの期待に応えられる存在になることを 
目指します。
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